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入学予定者の多様化す る習熟度 と学力格差の拡大が問題となっている中、入学予定者に大学

で必要な基礎学力を身にっけさせ るだけではなく、大学の教育システムヘスムーズに誘導でき

るような入学前教育の体制づ くりが重要な課題 となっている。

大手前大学では2009年 度入学予定者対象の入学前教育において、入学後 も頻繁に利用す る

携帯電話対応型LMS「 確認 くん」を活用 し、入学予定者の学習意欲の持続を目指 した。毎週 「確

認 くん」を通 じて課題 と解答を配信 し、1週 目から3週 目までの学習を終えた後、4週 目の確

認テス トで学習内容の習得度を測定するとい う流れは、大手前大学の初年次教育システムと連

動 している。

本稿では 「確認 くん」を活用 した入学前教育システムの構築によって、いかに大学教育に必

要 となる基礎学力 と教育システムの定着を実現 し、大学生活へのスムーズな移行へ と繋がった

のかを考察する。
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1.は じめに

多様な入試形態により入学予定者の基礎学力低下

が問題視 されている昨今、多 くの大学で入学前教育

が行われている。入学前教育を通 じて基礎学力の定

着を図るのみならず、合格が決定 してから入学まで

の期間を無為に過ごすことなく、学習意欲を持続 さ

せることも重要な目的 と考えなければならない。

場所を選ばず、好きな時間に、何度でも学習でき

るとい う利点か らe-Learningを 入学前教育に導入

している大学も増えているが、従来の対面式授業 と

は違い、教員が直接学習を支援できないなどの問題

もある。実施 目標や状況に応 じて使い分けたり、ど

のように学習者の意欲を長期にわたって持続 させる

かなどの工夫がe-Learning活 用における今後の課

題だといえよう(1)(2)。

大手前大学(以 下、本学)で は上述 した問題への

対応策 として、大学側 と学習者の双方向のコミュニ

ケーションによる学習支援を視野に入れ、2009年 度

の入学前教育においてさまざまな仕組みを採用 した。

そのひ とつ として、入学後も頻繁に利用する携帯電

話対応型LMS「 確認くん」の活用が挙げられる。

本稿では 「確認 くん」を活用 した本学の入学前教

育の概要を報告 し、基礎学力 と初年次教育システム

の定着および学習意欲の持続にどれほど効果的であ

ったか、その成果を検討する。

2.携 帯電話対応型LMS「 確認 くん」

学習を支援する携帯電話対応型LMS「 確認 くん」

は、本学が独 自に開発 と運営を行ってお り、初年次

必修科 目にお いて活用 され ている。本学 では学生 の

学習活動 を可視化す るため、出欠状況や課題 取組み

状況 を○や ×な どの記号 で表す 「スタンプ制 」を設

けている。担 当教員 は管理画面 か ら学生個別 のスタ

ンプを把握す るこ とができるため、適切 なフ ィー ド

バ ックが可能 となる。

学生 はPCや 携帯電話 か ら、「確認 くん」にアクセ

スできる。個別 のペー ジにはスタンプだけではな く、

学習状況 に応 じて配信 され る各科 目か らのお知 らせ

や メ ッセー ジ も表示 され るので、学生 はいっ で もど

こでも 「確認 くん」 を通 じて 自分 の学習状況 が管理

できるシステ ムになっている。

3.入 学 前教 育 の概 要

本学 では2009年 度入学予 定者 を対象 に、「確認 く

ん」 を活用 した入学前教 育を実施 した。今 回の取組

み では、入学後 に必要 な基礎学力 の定着 、本 学の教

育 システ ムへ の誘導 、学習意欲 の持続 を 目指 した。

初年次必修科 目 「日本語表現」、 「英語表現 」、 「情報

活用」 のコーデ ィネ ーターが中心 とな り、課題 の作

成 、入学前オ リエ ンテー シ ョンにおける概要説 明、
「確認 くん」による課題配信 、学習状況デ ータ管理 、

メ ッセー ジ配信 、質 問対応 、スクー リングな どを行

った。詳細 を以 下に示す。

3.1.実 施 方 法

2009年 度入学予定者 を対象 に、第1期528名 、

第2期395名 と、合格決定 時期 に応 じて対象者 を2

期 に振 り分 けた。総対象者 は844名 であるが、第1

期対象者 の うち79名 は入学前教育 に参加 しなかっ

たため、第2期 の対象 に もなってい る。 実施期 間は
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第1期 が2009年1月31日(土)か ら3月21日(土)

の7週 間、第2期 が3月7日(土)か ら3.月28日

(土)の3週 間である。対象者 には本学 で行 われ た

入学前オ リエ ンテー シ ョンにて、入学前教育 の概要

及び課題が掲載 され た小冊子 を配布 し、説 明を行 っ

た後、実際 に 「確認 くん」 を通 じて、お試 し課題 に

も挑戦 して も らった。

入学後 の教育 システ ムへ のスムー ズな導入 のため、

実施科 目は初年次必修科 目である「日本語表現」、「英

語表現」、 「情報活用」の3科 目とした。課題作成 は

3科 目のコーデ ィネ ーター が行 い、入学後 の授業 に

順応で きる内容 に加 え、対象者 が楽 しく学習 できる

テーマ を取 り入れ るよ うに努 めた。課題 は1か ら3

まであ り、事前 に配布 され た小冊子 を見 なが ら解答

す るもので ある。課題 は1週 間毎に 「確認 くん」か

ら配信 し、4週 目には課題 の内容 が理解 できている

かを診断す るテ ス トを課 した。1週 目か ら3週 目ま

での学習 内容 に関す るテス トを4週 目に行い、習得

度 を測定す る とい う流れ は、初年次必修科 目の教育

システ ム と連動 してい る。

対象者 は 「確認 くん」上 で課題 を提 出す るこ とが

できる。入学後 のシステ ムでは課題 にク リア基準 が

設定 されてお り、それ を満 た していない と不合格 に

なる。 しか し今 回の入学前教育 では学習者 の動機づ

けを促すた め、課題 を提 出す る と即座 にスタンプが

○ にな り、期 限を過 ぎる と課題 の提 出ができないシ

ステ ムを採用 した。

入学前教育 にお ける学習活動 のま とめ として、最

後 の週 にス クー リング(登 校 日)を 設 けた。 スクー

リングで は初年次教育 システ ムの概要説 明 と3科 目

の内容 を90分 にま とめた特別授業 を行 い、対象者

の保護者 も参加可能 とした。特別授 業は1日 につ き

3ク ラス開講 し、学習状況 に応 じて出席す るクラス

を振 り分 けた。第1期 対象者 は3月20日(金)、3

月21日(土)の いずれか、第2期 対象者 は3月27

日(金)、3月28日(土)の いずれ か1日 に出席す

るこ とが求 め られた。

3.2.学 習 支援

従来 の対面式授業 とは違い 、入学前教育 では学習

者 に直接支援す るこ とができないため、いかに学習

者 の動機づ けを促す か、学習意欲 を持続 させ るかが

大 きな問題 である。今 回の取組み では、単位認定や

入学後 の成績 に反映 させ るな どの外 的動機づ けはで

きなか った が、学習支援 の一つ として質 問受付 を行

った。具体的 には入学前教育専用 のメール ア ドレス

を活用 し、なるべ く24時 間以 内の返答 を心 がけた。

メール に加 えて、電話 での対応 も行 った結果 、両媒

体 を通 じて約300件 の問い合 わせ が あった。各科 目

のコーデ ィネー ター が学習者全員 の学習状況デー タ

を一括管理 してい たため、適切 な対応 を行 うことが

できた。

「確認 くん」上 での学習支援 としては、継続 的な

学習 を促す ため、定期 的に学習状況 に応 じた個別 メ

ッセー ジの配信 を行 った。 また、スクー リングの 日

程 な ど、大学 か らの重要 なお知 らせ を配信 した こと

で、入学前 の段 階か ら 「確認 くん」へ のアクセスが

定着 した といえよ う。

これ らの学習支援 によって、入学前 の段 階か ら大

学側 と学習者 の双方 向 コミュニケーシ ョンが実現 さ

れ 、継続的 な学習 を促す環境づ く りの仕組 みや体制

が構築 できた と考 え られ る。

4.実 施 結果

入 学前 オ リエ ンテー シ ョン出席者 にお ける課題

提 出状況 は、3科 目平均 で第1期 が80.6%、 第2期

が74.7%で あった。第1期 の科 目別課題提 出状況 を

表1と 表2に 示す。確認 テス トの提 出率 をみる と、

学習者 の意欲 が低 下せず 、実施期 間の最後 まで維持

され ていたこ とがわかる。第1期 と比べ て第2期 の

提 出率 が低 い理 由 として、第2期 は入学 までの期 間

が3週 間 しかなかった ことと、入学前教育 の実施期

間が第1期 よ りも4週 間短 かったに も関わ らず 、課

題 の量 は同 じであったため、学習者 に とって負担 が

大 きかったか らだ と考 え られ る。

表1課 題提出状況(第1期)

日本語 英語 情報

課題1 81.7% 81.2% 76.3%

課題2 83.4% 80.3% 79.6%

課題3 83.9% 81.7% 80.1%

確認テス ト 80.5% 79.6% 78.3%

表2課 題提出状況(第2期)

日本語 英語 情報

課題1 78.2% 76.9% 76.4%

課題2 71.3% 70.4% 70.4%

課題3 77.3% 76.4% 75.0%

確認テス ト 75.9% 73.6% 74.1%

スクー リングの出席率 は全体 の68.0%で あったが、

課題提 出方法や スクー リングな ど、入学 前教 育の概
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要 を明示 した入学 前オリエンテーション出席者 中では、

94.3%と いう高い出席率となった。(写真1)

「確認 くん」 を利用 した入学前教育 の取組み を評

価 して も らうため、スクー リングに出席 した対象者

にアンケー トを実施 したので、その結果 を示す。

「携帯電話 で課題 を提 出できたのは どうだったか」

とい う設 問に対 して、91.9%の 対象者 が 「郵送 よ り

も楽で 良か った」と答 えてい る。「個別 のお知 らせや

提 出状況が確認 できたのは どうだったか」 とい う設

問に対 して は、97.1%の 対象者 が 「す ぐにわかるか ら

便利」 と答 えた。

自由記述形式 による回答 を以下 にま とめた。

● 携帯 で課題 を送信す る とい うのが新鮮 だっ

た

●

●

●

●

●

●

●

自分のペースでできるからいいと思 う

課題が身近なもので楽 しかった

自分だけのページがあり、特別な感 じがした

いつでも学習することができ、学習意欲もわ

く

課題提出や、登校 日の確認が出来て良かった

記述問題は携帯から回答するのが面倒

解答を見ながら復習をしづ らいので少 し不

便

解答画面で は課題 を見 るこ とができなかったため、

復習 をす る際 に不便 だ とい うコメン トもあったが、

ほ とん どが好評価 のものであった。 これ らの コメン

トか ら、「確認 くん」を利用 した学習 が対象者 か ら高

い支持 を得 てい たこ とがわ かる。
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今回の取組みにおいて、入学前オリエンテーション

出席者の課題提出率 と、スクー リング出席率は非常

に高い結果が得 られた。これは事前に入学前教育の

概要について対象者に直接明示できたことが大きい

であろ う。 また、PCを 利 用で きる環境 が整 ってい

ない学習者 が多か ったた め、PCの み な らず 、携帯

電話 か らもアクセ スできる 「確認 くん」 の活用 に よ

り、いつ でも どこでも定期 的な学習 が可能 な環境づ

くりが構築 できた ことも、学習者 の動機 づけになっ

た。

対象者 の学習意欲 を持続 させ るのに有効 であった

のは、課題 を提 出す る と即座 にスタンプが○ になる

とい う学習活動 の可視化 だ と考 え られ る。 それ に加

え、期 限を過 ぎる と課題 を提 出す る ことができない

システ ムによ り、期 限内に課題 を こなす とい う学習

習慣 をつ け させ る ことに成功 し、高い課題提 出率 に

も結びつい たのだろ う。

また、人 による学習支援 にカ を入れ たこ とも対象

者 の学習意欲 の持続 に大 き く影響 した といえる。対

象者 は入学前 か ら大学側 と 「確認 くん」や メール 、

電話 を通 じて、双方 向の コミュニケーシ ョンを取 る

こ とが可能 であった。課題提 出を していない者 には、

学習 を促す個別 メ ッセー ジを配信す るな どの定期 的

なフォロー があったか らこそ、最後 まで高い課題提

出率 を保つ こ とができた と考 え られ る。
「確認 くん」 の活用 は学習者 だけでなはな く、大

学側 にもメ リッ トがある。入学 までの長 い期 間、学

習者 が毎週課題 を こなす とは限 らないが、課題配信

や提 出期 限の設定 な ど、「確認 くん」のシステムを活

用 したこ とで継続 的な学習習慣 を促す ことができた。

それ に加 え、学習状況 のデー タを一括管理 できるた

め、一人ひ とりの学習活動 を分析 し、個別 メ ッセー

ジの配信や 、メール での連絡 な ど、適切 な対応 を行

うことができた のは非常 に効果 的であった。

5.ま とめ

本稿 では、2009年 度入学予定者対象 の本学 にお け

る入学前教育 の実践実例 を述べ 、課題提 出率 と出席

率、アンケー ト結果 か ら本取組 みの成果 をま とめた。

学習状況 の可視化や個別 メ ッセー ジ配信 な ど 「確

認 くん」 の活用 に加 え、電話や メール対応 な ど、人

による学習支援 を行 った今 回の取組 みは、大 学教育

に必要 となる基礎学力 の定着 と初年次教 育システム

へ の誘導 のみ な らず 、大学側 と対象者 の双方 向 コミ

ュニケー シ ョンを実現 した。 それ によ り対象者 の学

習意欲 が持続 し、大学生活へ のスムーズな移行へ と

繋 がった と考 え られ る。 さらに、入学前教育 におけ

る学習状況 のデー タは一括管理 され 、入 学後 の学習

支援活動 にも役立 ってい る。 それ によ り、入 学後 の

早 い段階 か ら、適切 なア ドバ イスが可能 となった(3)。

今 回は課題作成 を始 め、入学前オ リエ ンテーシ ョ

11



OTEMAEUnivresityCELLJournalofEducationalStudies,No.1, 2009

ンによる概要説 明、「確認 くん」 による課題配信等 、

科 目コーデ ィネー ター が中心 とな り学習支援活動 を

行 って きた が、今後 は、教員や チュー ター 、スクー

ルカ ウンセ ラー な ど、入学前教育 に携 わる人材 を増

や し、人的学習支援体制 を拡大 してい くとともに、

よ り充実 した入学前教育 プログラムの構築 を 目指 し

てゆきたい。
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LMS"Kakunin-kun"couldhelpustoestablisha

solidpreentranceeducationinwhichthe

studentsacquirethebasicscholasticability

necessaryforthepostentranceeducationatthe

universityandaresmoothlyinducedtotheinitial

yearcurriculum.
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SUMMARY

Asproficiencyoftheprospectiveuniversity

studentsdiversifiesandindividualdifferencein

theirscholasticabilityisgettinggreater,itisan

issueofgreatimportancehowtoorganizea

pre-entranceeducationsystemwhichcouldhelp

buildupabasicscholasticabilitynecessaryfor

theuniversityeducationandinducethe

prospectivestudentssmoothlyintotheuniversity

curriculum.

InOtemaeUniversitywehaveadopteda

programofpreentranceeducationforthe2009

prospectivestudentsutilizingamobilephone

adaptableLMS"Kakunin-kun",whichcanbe

utilizedfrequentlyalsoaftertheentrance,with

anaimtopromoteandsustainthelearning

motivationoftheentrance-expectedstudents.

Inthisprogramassignmentsandanswerswere

deliveredtoeachpersonvia"Kakunin-kun"every
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